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り ん ご 試 験 場 育 成 新 品 種 の 交 雑 和 合 性
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1 は じ め に

リンゴは自らの花粉では結実できない自家不和合

性を有する果樹である。これまで,交雑和合性につ

いては多くの報告があり,結実するためにはほとん

どの品種で他家受粉が必要であることが示されてい

る。 リンゴの交雑和合性を支配する遺伝子座として

自家不和合性R Nase遺 伝子座が知られているが,1995

年にベルギーのレーベン大で,その後岐阜大の松本

らのグループ等によって十数種類の対立遺伝子がマ

ーカー化され,これまで交配によって行われてきた

交雑和合性試験がDNAを解析することにより,迅速か

つ大量に確認できるようになつた。本試験では,青

森県りんご試験場で育成 した新品種及び系統の普及

に当たって,既存品種との交雑和合性を判定するた

め, 自家不和合性 (S)遺伝子型による判定を行い ,

その有効性について交配試験による判定と比較検討

したのでここに報告する。

2 試 験 方 法

(1)供試品種・系統

りんご試験場育成品種・系統

'あおり9', `あ お りH', `あ おり12', `あおり

13',(あ おり15', 'あおり16',青 り14号

既存品種

`ふ じ', `つがる', `王林', `ス ターキング・デ

リシャス', '紅玉', あかね', 'こ うとく', .ち

なつ'

(2)S遺伝子型の解析

青り系統及び既存品種の新 しょう先端の来展開葉

から,改変CTAB法 を用いてDNAを抽出した。各品種に

ついて S対立遺伝子 (S2,S,S5,S7,S9,S24,Sf,Sg,Se,

Si,Sz)の 検 出をSTSお よびCAPSマーカー を用いてBroo

thaertsら (1995),Janssenら (1995),Verdoodtら (19

98),松本 ら (1999,2000)の 報告等に準 じて行 つた。

(3)交配試験

青り系統及び栽培品種の約をバルーンステージ (風

船状)時 に採取し,25℃の恒温器内で48時 間開約し

た。その花粉をバルーンステージの花に授粉 し,袋

をかけた。授粉する際には 1花そうに 1～ 2花だけ

残 して他は摘み取り, 1組合せの交配に25～ 50花 を

供試 した。結実調査は授粉 してから約 1か月後に行

った。

3 試験結果及び考察

(1)S遺伝子型による交雑和合性の判定 (表 1)

`あおり9'は
1王
林', `あかね'及び 'あおり12'と ,

`あおり12'は `あかね'と , 'あおり13'は `紅玉'と ,

青り14号は `つがる'と , `あおり15'は 'こ うとく'と ,

`あおり16'は `ス ターキングデリシャス'と それぞれ

不和合であると判定された。

(2)交配試験による交雑和合性の判定 (表 2)

交配試験の結果75%以 上の結実がみられ,和合性

と判定された組み合わせは 'あおり9'× `ふ じ', `あ

お り9'X'つがる', `あ おり9'X'ス ターキング・

デリシャス', `あおり13'X`ふ じ', `あおり15'X

`ふ じ', `ふ じ'X`あおり16', 1つがる'X.あおり

16'で あつた。結実が 5%以下で不和合であると判定

された組み合わせは, `あおり9'× 'あかね', 'あお

り9'×
で
あおり12', 

で
あおり13'× `紅玉',青 り14号

× `つがる', `あ お り15'× `こ うとく', 'ス ターキ

ング・デリシャス'× `あおり16'であつた。
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`あおり9'× `王林'は 37%の結実がみられた。 3

倍体品種は種子親の S遺伝子対をそのまま引き継ぐ

ため,種子親およびそれと同じ遺伝子型の品種 とは

不和合となるが,花粉親とは受粉できるものと考え

られた。
で
あお り11'×

(ち
なつ'は,70%の結実がみられ ,

和合性であると判定された。未確認の S遺伝子は,

Szと は異なつていることが確認された。

S遺伝子型から判定される交雑和合性と交配試験

による交雑和合性はよく一致した。これ らの結果か

ら, S遺伝子型による交雑和合性の判定は,十分実

用性があることが確認された。

4 ま と め

青森県 りんご試験場で育成 した新品種及び系統の

普及に当たつて,既存品種との交雑和合性を判定す

るため, S遺伝子型による判定を行い,その有効性

について交配試験による判定と比較検討 した結果 ,

S遺伝子型から判定される交雑和合性と交配試験に

よる交雑和合性はよく一致し, S遺伝子型による交

雑和合性の判定は,十分実用性があることが確認さ

れた。
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表 1 りんご試験場育成新品種・系統および既存品

種の S遺伝子型

品種・系統名 S遺伝子型 品種名 S遺伝子型

あお り 9    S2S7S24

あお り1l    S7Sz

あお り12    S7S24

あお り13    S7S9

青 り14号  S3S7

あお り15  SeSf・
1

あお り16    S9Sざ
1

謎卜じ            S9Sf

つが′3        S3S7

]三本木            S2S7

スターキンク
・・テ
｀
リシャス  S9Se'1

紅ヨ三            S7S9

あかね           S7S24

こ うとく      SeSfメ 1

ちなつ      S7・ 2

*l Se(S30)を持つと考えられるが,確認していな

い 。

・ 2 -方 は `アー リーブ レイズ'由 来の遺伝子で ,

未確認である。

表2 交配試験によつて判定したりんご試験場育成新品種・系統と既存品種との交雑和合性

組み合わせ 調査年 交配花数 結実率 (%)
S遺伝子型

による判定

あお り9× ふ じ
Xつがる
×王林

×スターキンク'

×あかね

×あお り12

あお り13× ふ じ

紅玉  Xあ お り13
青 り14号 ×つがる

あお り15× ふ じ

×こうとく

ふ じ  ×あおり16
つがる ×あおり16
スタ■ンク
・ ×あお り16

あお り11× ちなつ

1998年

1998生F

19984F

1998年

2001年

2002年

19984「

2001を
「

2002を
「
2001年

2001を
「

20024「

2002を
「

20014「

20014「

48

49

46

49

50

24

50

25

30

26

25

34

30

50

46

96

94

37

98

0

0

76

4

0

92

0

85

90

0

70

○

○

×

○

×

×

○

×

×

○

×

○

○

×

○
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